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〈調査〉

大上末慶の略歴と著作目録について

はしカミ苦

小野一一郎

松野周治

戦前日本帝国主義下。満洲〔中国東北部〉の研究に関心をもっ者にとって，満鉄調査部

にあって，満酬1経済の科学的研究と調査の上に先駆的かつ指導的役割を果した大上末庚

0)業績を逸する ζ とはできないであろう九 このことは近年における，戦前の満洲研究

ないし満鉄調査部に関説した著作・資料の多くが，いずれも大土の業績にふれているこ

とによっても証することができる九

たとえば，当時大上の親しい同僚であった野間清氏(現在愛知大学教捜〉は大上について

つぎのように述べられている。

「大上末虞は1929午 3月，京都帝国大学経済学部を卒業し，ひきつづいて大学院で

作田荘一教授の指導をうけていた。外務省派遣の中国留学生として上海に在留中，第

一次上海事変に遭遇し，難をさけて，作田(荘一〕教授の紹介で先輩であり(満鉄)

経済調査会第一部第四班主任であった天野元之助を訪ね，その大連の私邸に寄寓した

のが，満鉄調査とつながりをもっ発端になった。天野の斡旋で，経済調査会の資料や

満鉄大連岡書館を利用していた大上はー天野の尽力で.1932年10月，嘱託として満鉄

に入社L経済調査会に籍をおいた。経済調査会に勤務することになった大上は，奉天

から大連にうつった経済調査会第一部の若手調査員の中心になって，研究会をひらい

たり，協同研究を組紘したり，また自身でも活発な執筆活動をするなど，きわめて精

力的な活動を展開した。・・ 重要なことは，この研究会を中心にして，大上の指導k

努力によって経済調査会内部にマルクス主義的な観点からの調査研究が芽生え育てら

れたことである。(中時)

大上は，経済調査会第 部の若手調査員に研究活動を通じてマルクス主義的観点に

たつ調査研究について理論的な指導をおこなったばかりでなく，それらの調査員たも

の実際の調査や研究を助言し，直接援助もした。 r満b経済年報』は大上を中心にし
たこうした活動の成果の一部である。このような後進者の指導ばかりでなく，大上自
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身も w満洲経済年報~ w満洲評論~ w満鉄調査月報』をはじめ，日本で刊行されて

いる諸雑誌にも多くの業績をきわめて精力的に発表した。大上の中国社会や経世に関

する分折田方法論については，異論を唱える人もあったL，それは現在まで尾をひい

ているようでもある。それらり批判の是非についての論評はしばらくおいて，当時，

このように主として大上白指導や影響をうけてマルクス主義的な観点から調査をおこ

なっていたものは，まだ比較的少数ではあったが，それらの調査がz 新しい型の調査

として 7 経済調査会の幹部ばかりでなく満鉄社内の関係幹部の注目を集め，きらには，

雨後り満鉄調査はこの種の「型」の調査でなければならないときえきれるまでになっ

たことを見落してはなるまい。そればかりでなく大上の指導力や組織力に対しては，

調査活動全般り企画やその遂行指導についても強い期待が寄せられた。 1935年，天野

元之切り北京留学による離任に代っT，経済調全会第一部満世経済班主任になり，さ

らに1936年10月，経済調査会が改組されて産業部になると，その業務全般の企画と推

進を担当する庶務課業務係主任を命ぜられているのはそのあらわれということができ

るであろう。J(後出野間紀要56号論士〉

ここでヲ閲したかぎりでD野間氏の回想は，満鉄における大上の精力的かっ多面的な

活動のすべてを物語るもりではないし，またその活動を内容に立入って示すものではな

いが，満鉄調杏部における大上の位置を基本的に示すものといえるであろうの

ところで大上は，その後，満鉄から派遣されて新たに企画院外郭団体として設立され

ることになった東亜研究所設立準備委員として東京に移仇同所設立後は所員として留

まり，さらに1939年11月から，これまた新設の京都帝国大学人文科学研究所に転じ，か

たわら同大学経済学部におし、て臨時講師として東亜農業論を天野元之助民と分担して講

ずることになった。けれども当時の情勢はこの学究に生きんとする大トの期待を永続き

せるものではなかった。 1942年9月大上は合作社事件につづく満鉄調査部事件に連坐し

て，憲兵隊により検挙，満洲に移され 2年後の1944年3月不幸にも病を新京の未決監

にえてその生涯をとじている。享年41歳であった。

今日大上の全体像はなお明らかではないu それは当時の情勢下における弾圧を考慮し

ての屈折と陰影(彼の師，橘と作田町おとす)が大上の真意の測定を困難にしている点もさ

ることながら，大上がまとまった独立の著作(単行書〕を残きず，また自署名のほかに数

個のベンネ ムを使用しており，そのことが大上への接近を困難にすると共に，大上の

業績全体を見直すことが山来なかった ζ とにも起因するものであろう。

戦後，非公刊の所内資料としてではあるが，はじめて大上田生涯の概観と著作年譜の

作成をこころみられた山口博一氏も「かれの生涯についてはなお不明のことが多く，著
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作年譜もまだ不完全なものでしかない」と大上をフォローすることの困難さを嘆じられ

ている〔接出『中国統一化論争の研究」所収論文)。

われわれの調査もおそらく同じ欠陥をまぬがれていないと思われるが，大上の全体像

への接近，あるいは大上再評価，その科学的側面白継承，さらには日本帝圃主義史研究，

低開発圃問題研究への一助となるととを願Lらここにとりあえず，簡単な大上の略歴と

著作目録を発表することにした。大方の叱正を期待する次第である。

1) たとえば野々村一睡氏は満州経済u把握についてりすぐれた文献解説の中で，満洲l農業及び農
村社会について逸すること白できない歴史的な研究者四一人として大上をあげ，その代表作とし

て東亜研究所『満州社会経済里研究j (接出，著乍目録参照〕に収められた5つの論文の事照を

すすめている。(野々村雄「満削経済の把握のために一一若干の資料の紹介ー」東亜問題3巷

6号，1941年9月〕

2) 大上にかれた文献望幹千は筆者の固にとまっただけでも次のものがあげられる c

児玉大三「秘録満鉄調査部論」中央公論.196年12月号e 天野元之助「過ぎ去った歳月」人文

研究(大阪市大文学会)12巷8号， 1961年9月。安藤章太郎・山田牽 |近代中国研究と満鉄調

査部J歴史学研究270号， 1962年11月a 伊藤武雄「満鉄に生きて』動草書房， 1964年9月J 野

間清「中国農村慣行調査旧企画と実績」歴史評論170号， 15臼年10月っ 「橘構著作集第1巻(中

国研究)j動草書房， 1966年1月。 関東憲兵隊司令部『在満日系共産主義t運動」極東研究所出版
会， 1969年8月(1944年刊の檀刻〉。野沢豊「中国統一化論争について卜山口博一「中国統一化

論争と大土末広J，アジア経済研究所『中国統一化論争の研究" (昭和45年産中間報告，所内資

料〉所収， 1971年9月つ西村成雄「日本帝国主義下の中国東北地域社会論に関する覚書」歴史評

論282号， 1973年11月。中西功『中国革命の嵐の中で』青木書臣， 1974年7月。野町育 l満鉄経

済調査会の設立とその役割一一満鉄調査回想一一」愛知大学園開問題研究所紀要諦号， 1975年1

月。同「満州農村実態調査の企画と業績 満鉄調査問想。二一一←」向上紀要58号， 1976:年2月。

田中武夫『橘撲と佐藤大四郎』龍渓書舎， 1975年3月。五井直弘『近代日本と東洋史学』青木書

庖， 1976年10月。田中武夫"満州評論』研究の基本視点としcJアジア経済資料月報18巻10号，

1976年10耳。柴田敬「経済苧と歩い亡日年」⑤， ，エコノミストJl197&年11月9日，など。

略歴"

19日3年〔明治36) 2月 1日 大上竹松(農業〉の六男と Lて，石川県龍美郡古代村字三

1917年(大正 6) 3月

4月

1922年〈大正11) 3月

1923年(大正12) 4月

1926年(大正15) 3月

谷イ97番地にて出生

商代尋常高等小学校高等科卒業

石川県立小松中学校入学

同校第5学年在学中中途退学

新潟高等学校文科甲類入学(中学4年修了の資格で)

同校卒業
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1926年 t大半15i 4月

1929年(昭和4) 3月

4月

1931年(昭和6) 4月

9月

1932年〈昭和7) 9月

9月

1933年〈昭和8) 9月

1934年(昭和9) 4月

8月

11月

19:i6年〈昭和11)10月

10月

1937年(昭和12) 4月

11月

1938年(昭和13) 4月

第119巻第3号

京都帝国大学経済学部入学

同大学経済宇土試験合格

京都帝園大学大学院入学。山本美越乃，作田荘一教授指導

下に支那国民経済論を研究，繭後1934年8月迄在学

京都帝国大学経済学部副手嘱託

外務省支那留学生任命，期間2年。研究題目支那経済論

右留学中満洲国大同学院講師嘱託。満州農業経済論を講義。

爾後1939年を除雪1940c年8月に及ぶ

満鉄経済調杏会嘱託

満鉄入社，経済調査会第1部満洲経済班(主任天野元之助)

に所属

満洲法制学院講師嘱託，支那農業史を講義，爾後四四年10

月に及ぶ

関戸千代と結婚

経済調査会第 1部満洲経済班研究主任

経済調査会廃止，産業部新設による職制改正にともない産

業部庶務課業務係主任。爾後産業部支那経済班研究主任兼

満洲経済班研究主任を歴任

満洲国産業部嘱託

満洲国国務院土地制度委員会委員任命

長男哲生れる

産業部再び調査部に改組による職制改疋にともない調査部

経済調査役室ー般経済係主任"

6月 東E研究所設立準備員

9月 満鉄調査部非役として東亜研究所調査員任命，同所第3部

1939年(昭和14) 4月

支那農業班研究主事兼第2部満}経済班研究主事兼第1部

企画班部員任命

京都帝国大学経済学部臨時講師嘱託。東亜農業論担当，引

き続き1941年度までいずれも天野元之助氏と分担。

4月 満洲国建国大学研究院講師嘱託。引続き1942年度に及ぶ

11月 京都帝国大学助教授(人文科学研究所員)，高等官5等。

12月従6位



1940年〔昭和15) 1月

1942年(昭和17) 1月

4月

大上京E置の略歴と著作目録について

長女望生れる

次男学生れる

高等官4等(1日付〕正6位 (15日付〕

7月 満洲園へ出張日
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9月21日 早朝京都憲兵隊により検挙，新京(長春〕に送られる

1944年(昭和19) 3月19日 新京監獄未決監に於いて発疹チブスに罷り，新京千早病院

にて死す

1) この時臆白作成に当っては， d、松中学(現県立小松高校〉保存記録，新潟大学人士学部保存記

鋸，京都大学経済学部保存の大上自筆屠歴書(1939年7月11日付)，同学部記録及び人文科学研究

所記録文書，戸籍謄本を参照した。但し，大上の満鉄経済調査会第1部満州経済班圭任任命時期

について，大上自筆履歴書，人文科学研究所保存旧公的履歴書は共に1933年9月，つまり大上申

満鉄正式入社と同時に主任になったと記録されているが，大上田満洲経済証主任任命は前主任天

野元之WJ氏の在外留学による転出(北京)後であることは明らかであるので，天野元之助氏。御

教示をえ亡，一応天野氏の在外留学発令時をもって大上の主任任命時とした。なお前掲関東憲兵

殴司令部の記録はこれを1934年10月としているが(前掲書181へ ジ)， 10月にはまだ天野氏が主

任であるので，ここではこれをとらなかった。

2) 産業部が再び調査部に改組される時期について，さぎの大上自筆履歴書，人文科学研究所の公

的履歴書にも記載がなしまたこれを1937年4且とする記静文書〔たとえば関東憲兵隊司令部前

掲書.':1::1へージ，田中武夫前掲書67ベ ジなど〕もみられるが，この改組は193'1:年12且満洲重工業

設立決定にともなう満鉄の改組によるもりであるので， ζ こでは満史会編『満州開発四十年史

補巻 J (1965年 1月)所載年表によった。また児玉大三前掲論文(195ベ シL伊藤武雄
前掲書 C215ベータ〕も，この改組を193巨手4月としている 9 なお， ζの時期を扱った満盤D公

的記鋸としτ「南満洲鉄道株式会社第三次十年史Jl (1938年7月〉を量照したが，こ¢改組につ
いての記述を見レ出せなかったことを付記しておようー

3) 昭和17年 q942)年度目講義も担当課目名東亜農業政策で後期に行われることが決定されてい

たけ月11日付)が，大上の9月21日の検挙により事実上行われなかったと考えられる。(経済

学部及び人文科学研究所の記録による〕

4) 柴田敬氏(元京都帝国土学経済学部教授)は前掲 h コノミスト』での回想文の中で大上につ

いてふれ，大ヰは「確か(昭和)17年四春から私が兼任教授をしていた京大人文科学研究所D助

教授になった。Jと述べられているが， 記憶ちがいであろう。大上の助教授就任時における経済
学部からの人文科学研究所兼住教授D中に柴田氏の名前はない臼これは恐ら〈柴田氏が作田との

関係(作田は柴田氏の山口高商時代の恩師である〉からいって。大hの人士科学研究所助教主諒主

任に 4 定の役割を果されたこと，また大上が人文科学研究所復帰接柴田氏の経背学部でのゼミナ

ルに 時事加していたことつまた桂に柴田氏自身人文科学研究所の兼任教授にたごられたよとな

どを混同されたものであろうわなお，柴田氏は大上を作田ゼミ出身とされているが，大上が学部

学生時代作田の演宵〔ゼミ〕に奉加していたという記轟はない。この点目断定はひかえるが，大

上が作団の指導下に入るのは大学院に入ってからのことと恩われるつ

同大上は人文科ヤ研究所員となってのち， 1940:年にも満州に出張していることは切らかであるが，

こDことは公式記録のよには表われていない。大上カi1941年にも渡満したかどうかは不明である。
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著作目録

凡倒

1 発表年月日順に配列した。

2 著作のうち書評は[書]，時評は〔時〕と暗記して示した。

3 筆名によるものは，著作名のすく。桂に( )で示した。

検討の結果われわれが大上の筆名としたものは， r大川膿Jr関戸千贋Jr大村晃Jr藤村」
と「船岡健三J0) 5つである。はじめ白4つの筆名はそれぞれ，関東憲F誠司令部前回書242ベ

出 312-313~ミー山 551へージの記載のも申であり，内容からいっても大上と判定できるもの

であるが，さらに天野元之助，野間清両氏をわずらわした。両氏の記憶は「犬iIIi車Jr関戸千庚」

「大村晃」を大上とする点で 致したが， r藤村」については両氏とも確定的ではなかった。し
かしわれわれは前記憲ff.j蕊由記鋸(乙の論文は合作社事件に連坐した探谷道氏が大上のもりとし

て内容を検討している〉とわれわれの判断を根拠として「藤村」を大上の筆名とすることにした。

最控の「船岡Jを大上司筆名としたのは，当時満洲評論の編集にたずさわっていた田中武夫氏の

前掲『橘樟と佐藤大四郎.!l36-37~ クの記裁による。

4 野間膚氏は前崎「中国農村慣行調査。企画と実演」において，大上の筆名として「闇忠夫jを

あげておられる勺しかし大とは『満洲経済年報~ (1934年版〕所収の自己の論士「満洲における

賀本主義発生の歴史的時条件Jの中で，関也夫民の論士「満洲エ業史に関する 考案J (満州評

論 6巷8号)について，この論文を注目すべき価憧高いものと評価している (21へージL 自ら書

いたものを自ら賞讃するということは考えに〈い。さらに大上は， w満州経済年報~ (19話年版)

所且の論文「満開産業恐慌白現段館」甲中で「関車夫」氏の「満洲経済の現段階J (満洲評論8

巷 1号〕の見解を批判しており (344へ シ注)，両者の見解は一致していない。~満州評論』に

は「関，r;t'，夫Jの名の論文が4篇， r関」名の時評が2篇存在するが，上の理由からこの目録には
加え/よかった2 われわれは， r関忠夫」は大上でなく渡辺雄二の筆名であろうと推定したが， ζ
の点念のため筆者である野間清氏と当時『満洲評論』の編集に参加していたd、泉吉雄氏に確かめ

たところ，両氏からいずれも「関忠夫jは大上でなく渡辺雄二であると思うという回答をいただ

いたことを吋記しておく回

5 関東憲兵敵司令部編前掲書313へーシには大上の筆名として「白木」が記載されているが，わ

れわれはこれを本目録には加えなかった。 w満洲評論』には「白木」名で 7編の時評が寄在する

が，この6編中4編くいず札も『満州評論， 7巻， 1934年下半期に集中〉は通貨問題をとり扱っ

たものであり，大上が執筆したとは確定しえないこと，またそれ以外の3編は，取り扱っている

テーマと内容からは大上の執筆の可能性があるものであるが，そのうちの 1つである「特産統制

策の発畠方向についてJ (満洲評論19巻4号， 1940年7月〉については，日中武夫氏によって佐

藤大匹郎の執筆によるものではないかとされている(前掲書280ペ ジ入これらの点心から「白木」

を大上の筆名とは断定できないためである。念のため，この点を天野元之助，小泉吉雄，野間清

民におたずねしたと ζろ， 3氏とも「白ノト」は大上にあらずとり回答乞いただいた。目録に加え

なかった白木署名論士を既遣のものを除レて志のため，以下掲げておし宝那麦粉王の没落 (7

巷7号， 1934年8月)，アメリヵ合衆国り銀国有と支部市場 (7巷11号，同9月)，支部の銀輸出
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関税の引上げ (7巻17号，同10月)，銀価躍騰と満洲国幣制lの危機 (7巻18号，同11月)，満洲通

貨のインフレ及びアフレ (7巻町号，同12月)， 農村金融と古{乍社金利改訂由意轟 (19巷1U号，

194C年9月工

1930年(昭和5)

支那に於吋る水利経済 ヴアルガ十駁す ，経済論叢乱 31巻3号， 9月

1931;年(昭和 6)

支))11経済の衰退と復興の問題，経済論叢， 32巻 2号， (翻訳)， 2.月

限長麓民の『支那人口問題に関する一二の考察~ (上)(下)，経済史研究， 23・34号，

〔抄訳)， 9月・ 10月

1932年(昭和 7，大同 1)n 

支那国民経済序説 主として官吏資本を中心として 〔上)(下)，経済論叢， 34 

巻5・6号， 5月・ 6月

「満洲経済の発達」をめぐる諸家の批判，新天地， 12年11号， 11月

「門戸開放政策」に閣する一試論 小泉氏『列強の対満資本輸出に就て』とその問

題 (土)(下)(大JIl融)，満洲評論， 3巻23・24号， 12月

1933年(昭和8，大同 2)

帝国主義と門戸開放政策，新天}ti113年 2号， 2月2)

文部に於ける帝国主義諸国の対五とその新分割の危機(谷口 郎・大村晃の共同論文，

大上(大村〉の担当は第41'巾「満洲困の独立とそれが新分割の危機についてもつ意

義J)，満州評論 4巻 7'号 2月

支那は何慮へ往( (大村晃)，満洲評論， 4巻 7号 2月

旧満洲の土地形態と地代形態，満鉄調査月報， 13巻3・4・5号， 3月 5月後に

『清朝時代に於ける満州の農業関係』南満洲鉄道株式会社， 1933年7月，としてパ

ンフレツトイヒ〕

満州統制経済の動向，満洲評"札 4巻20号， 5月

満制限演の史的考察，満鉄経済調査会編『満洲経済年報J1933年版第1部第1章， 12 

月

満州経済の一般的様相とその特質〔関戸千贋L 満洲評論， 5巻23号， 12月

1934年(昭和9，康徳1) 

満州経済研究のー出発点 「満州経済年報を読みてJ~ (関戸干臆)，満洲評論，
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6巻6号， 仁書). -2月

暴風雨下に於ける満洲農業の道 (1)(2)ゆく関戸T庚)，満洲評論 6巻8・10・11号，

2月・ 3月

「満洲国各県視察報告」を読む，満洲評論 5巻12号，【書l， 3月

アジア民族運動のイデオロギイ (1)(Z)(3X4) (関戸千庚)，満洲評論 6巻13・14・15・

18号 3月・ 4月・ 5月

旧東北政権の武装移民と蒙古民族社会，満洲評論 6巻17号 4月

蒙古社会崩壊の歴史的過程，新天地， 14年5号 5月

王道の試案=満洲棉花会社(関戸千贋)，満洲評論， 5巻22号 6月

農業恐慌と満告農業社会。展望(関戸千麗)，満洲評論， 7巻1号 7月

満洲に於ける資本主義発生の歴史的諸僚件 r満洲経済年報~ 1934年版第i部第 1章，
9月

『支那人口問題研究~ (飯田茂三郎)を読む，満洲評論， 7巻16号， (書l，10月

満洲経済史D諸問題 満洲経済恐慌分析のための出発点として (上)(下)，東

亜 7巻10・11号， 10月・ 11月

アジア復興と村落共同体位X2)(SX4)(5)(関戸千庚)，満洲評論 7巻18・20号" 11月， 8

巻 6・7・8号， 1935年 2月

1935年(昭和10，康徳2)

支那社会史と満世社会経済構成の研究 問題の提起に関する一企図 ，新天地，

15年 1号， 1月

満州建国をめぐるイデオロギーの諸相とその変化乙船岡健三)，満洲評論， 8巻1号，

l月

春耕資金貸付廃止について(船岡)，満洲評論 8巻17号， (時l，4月

鈴木小兵衛氏著[満洲り農業機構」に就いて，満洲評論， 8巻17号， (書l，4月

全体的視野の必要σ産業調査局北満農村調査報告に関する諸家の感想(l)J)満洲評論，
8巻22号， (書l，6月

東満農村の危機主張新内閣の対策批判(船岡)，満州評論， 8巻24号， (時l，6月

満洲農業恐慌の現段階と農村実態調査 大同学院「満洲国郷村社会実態調査抄」。

出版に因んでー←，満洲評論 9巻3号 7月

満洲農業恐慌白現段階 r満自経済年報~ 1935年版第z部第2章， 9)j 
義倉制度復活白歴史的基礎(船岡健三)，満洲評論 9巻14号， 10月

支那農業経済の諸問題 田中忠夫氏の近業紹介批判 ， 満洲評論 9巻16号，
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E書)， 10月

近代に於ける満洲農業社会の変革過程，歴史学研究， 5巻2号(満洲史研究号)， (後

に， 歴史学研究会編『満州史研究』四海書房. 1936年3月として刊行)， 12月

1936年〔昭和11，康徳3)

井上照丸氏訳『マジャール・支那経済論』を読む，満洲評論， 10巻4号， [書1，1月

満洲農業経済論，満洲行政 2月"

再び満洲農業に於ける南・北満型に就いて一一中西功氏の批判に答ふ 〔上)(中〕

(下)，満洲評論， 10巻5.6・7号 2月

編輯者後記，橘撲『支那社会研究』日本評論社 6月

満洲国国際収支と満洲園国民経済白諸問題(1)(2)(3)(完)(関戸千庚)， 満洲評論 10巻

24・25，11巻1・2号 6月・ 7月

問題の所在と分析の基点，満鉄経済調査会『満州国財政司将来性A (秘扱，立案調査

書類第28編第2巻， 1936年9月〉の「序」

i筒洲産業開発末年計画農業政策〔覚書)， 8月，満鉄調査部『満洲永年計画資料A(秘

扱，満洲・五箇年計画立案書類第1編第 2巻， 1937年12月〕第三・説明資料，二。

1937年(昭和12，康徳4)

再び蒙地問題について(上)(下)，満洲評論， 12巻4・5号 1月・ 2月

支那資本主義と南京政府の統一政策 一つの試論 〈上)(中)(3)(4)(5)，満洲評論12

巻12・13・14・15・17号， 3月・ 4月・ 5月

満洲国農政審議委員会と農地政策(藤村)，満洲評論， 12巻21号. [時)， 5円

満洲農村協同組合目新なる任務〔藤村)，満洲評論， 12巻22号， (時)， fi月

満洲国に於ける小麦統制の根本方針について〔藤村)，満洲評論 12巻25号， (時L

6月

北支那の経済的地位，改造， 19巻9号 9月

大陸政策としてD満洲と北支那，改造， 19巻11号(支那事変増刊号)， 10月

北支那農村の社会的経済構造，農業と経済 4巻10号， 10月

北支経済開発の諸問題 封建的・停滞的農村構成の特殊性 s 帝国大学新聞，

694号， 11月15日

初冬雑感，満洲評論， 13巻24号， 12月

1938年(昭和13，康徳5) 

大陸経営の根本問題，改造， 20巻3号 3月
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支那操業政策管見(1)(2)(3)(4)，満洲評論， 14巻16・17・19・20号 4月・ 5月

J農業，満鉄産業部編『北支経済綜観』第2編第1章， 5月

満洲農業五箇年計画修正とその実行方法〈関戸千康)，満DII評論， 14巻22号， 6月

犬陸農業開発とそり課題，改造， 20巻7号， 7月

満州虫莱政策の現階段，日本評論， 13巻11号， 10月

1939年〈昭和14，康徳6)

農業及農村問題，山口高商東亜経済研究所編『支那経済年報』昭和14年版第2編第2

章 2月

東斑資源政策小論，週報(内閣情報部)， 133号 5月3日

「東洋的社会」論一一ウ博土の思想とその批判(ウィッ lフォーヶeル著，森谷・平野

訳『東洋的社会の理論~ 1939年6月，11)書評)，帝国大学新聞;776号 9月4日

1940年(昭和15，康徳7)

旧支那社会農村社会の自治形態とその性格，農業と経済， 7巻 1号， 1月

支那農業富源生産力の開発政策 r支那湿済年報』昭和15年版第2編第4章 4月

満洲に]片ける農村協同組合の一つの任務，浜江省興農合作社連合会『満訓農村合作運

動論叢』上巻付録 6月

支那資本主義の一考察，大陸(改造社)， 3巻11号， 11月

北支那楠花に関する最近目業績 満鉄調査部『北立棉花綜覧』をよむ ，東亜問

題， 2巻8号， (書)， 11月

『大上末康氏満主社会経済史研究論文集J(タイプ印刷);東亜研究所満洲経済班編所

内資料o)

1941年〈昭和16，康徳8)

満州国計画経済の沿革，建国大学研究院月報， 5号月

東亜食糧問題と食橿慣習，東亜経済論叢(京都帝国大学経済学部内東E経済研究所〉

1巻 1号 2月

開発問題と合作問題，山口高商東亜経済研究会編『東亜経済年報』昭和16年版第1編

第10章 3月

満洲国農業生産政策由時味，東E人文学報， 1巻1号 3月

東亜経済聞に於ける米生産の発展，同(忌前)，東亜経済論叢， 1巻2・3号， 5月・

9月

満州の地代研究とその立場，東亜問題 3巻3号， 6月
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支那の農業問題 東亜共同体確立の立場より ，東亜政治と東亜経済〔中央公論

社)， 1号 7月

満洲国農業計画経済，建国大学研究院月報， 11母 7月

支那社会の特質，京都帝国大学新閣， 333号 7月 5日

北支那農村分化の性格 石井俊之氏『北支に於ける自作農』を中心に一一，東亜問

題， 3巻 5号， 8用

満洲圏農業政策， (大同学院〕論叢， 4輯， 8月

評論。「青銅時代J，満洲評論， 21巻13号， 9月

『満州国産業開発五カ年計画の資料的調査研究〔農業部門)~ (秘扱資料， タイフ。印

刷)東亜研究所， 10月

作田博士『国家論』と『経済の道~，東亜人文学報， 1巻 3号， (書)， 12月

満洲国合作社運動の望書明期，大陸 4巻12号， 12月

1942年〈昭和17，康徳 9)

満洲国の発展と東亜共栄圏一一建国満十週年を迎えて一一，改造， 24巻 2号， 2月

興農合牛社の金融政策批判，東亜人文学報 1巻4号 2月

村落組織，中央公論社『支那問題辞典~， 3月

1商訓1計画経済の性格 建国十週年の歴程 ，京都帝国大学新聞， 345号， 4月20目

満州国興農合作社の組織，東亜経済論叢， 2巻 2号， 5月

満洲圏計画経済の発展，建国大学研究院研究期報， 3輯 8月

1) 天野元之助「禍洲に掛ける小作樟式と其の性質」満鉄調査月報12巻11号(1932年7月)82一四

へーク記載甲「小作制り苛倒」 付、作契約以外に慣習で小作農が地主に納めるもの〕の表示(第

15表〕の個所で51用士献として大上末康民報告(昭和7年)をあげておbれるが，この実物を
確認することはできなかった.恐らく部内資料であろう。

2) 本論文は朱完となっているが，続稿は無い。

3) 大上自筆履歴書及び大村達夫〈中西功) ，主郡社会の基礎H的制晴と『統 ~ ;じとの史捗一一支

那統一化をめくる諾見解を中心として J (W満鉄調査月報~ 17巻8号， 1937年8月， 34ヘ ジ〕
によるョ『建国大学研究境研究期報』第1輯 (1941年5月〕所収「満州固定期刊行物一覧(其 )J 

によれ瓜 『満洲任政』は満洲行政学会により唐濡元年 (1934)1月発刊され辰徳8年(1941)

2月総轄庁地方処発行の『地方行政』に統合されるが，調査期間中にこれを所蔵するところを発

見しえず，実物木確認のため巻号不明である。

4) 本資料中の大上の執筆部分は明らかにされていない。しかし， i第 概説J(1-67ヘ シ〕
の記述，7ft-ひe関東憲兵障司令盟編前掲書 197-198へージなどの記述によれば，大上は 1936年4月

から翌年春にかけてのζの「満州経済開発永年計画」す案作学全体令指導L，とりわけ農業部門
はほとんど一人で立案を行ったとされている。
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日 発刊日が記載がないため不明であるが，内容及び大上の経歴からほぼこ目ころと推定包野々村

一雄氏の言及(前掲『東亜閣圃j 3巻6号所収論文， 1941年9月〉ともあわせて考えzと.1940-
1941年8月白聞に作成されたも白と思われるa これには. i清朝時代に於ける満洲の農業関係J
Cir日満洲の土地形態と地代形態Jの改題l. 満洲経済自史的考察J. i満州に於咋る資本主義
発生の歴史的諸条件J. i満別世会経済史白諸問題J. i近代における満洲農業社会の変革過程」
り 5編の論λが収録されている。

〔後記]

本調査にあたっては多くの方々の御援助，調協力をえたe とくに天野元之助，石堂情倫，大橋隆

鼠柏祐賢，小泉育雄.~原四郎，野間情，狭間源三，山崎武雄D諸先生には懇切なる榔正、教をい

ただいた。このほか満洲評論の編集にたずさわっておられた問中武夫氏からも多〈の示教を期待し

たが，向島の抑逝去によりその機を失したことは残念であった。

また人文科学研究所森本初，経済学部細川元雄，内藤昭子の各氏，士学院牛伊殻谷啓+靖 向寿

一君にもいろいろとお世話になった. これらの方々白御厚情に対しここに厚〈謝意を表したい。

また，われわれはこれを機縁として関係者からえとに関する示教が寄せられることを切望してい

るむね記しておきたい。

本調査は1973年度士部省科学研究費(1.;':合〕による研究の一部である。


